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サ
ッ
カ
ー
の
兵
庫
県
高
校
選
手
権

中
央
大
会
兼
第
９０
回
全
国
高
校
選
手

権
兵
庫
県
予
選
（神
戸
新
聞
社
後
援
）

は
２２
日
、
県
内
各
地
で
開
幕
す
る
。

今
夏
の
県
総
体
８
強
と
今
季
の
プ
リ

ン
ス
リ
ー
グ
関
西
出
場
校
の
シ
ー
ド

勢
Ｈ
校
に
、
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
３７
校
を
加
え
、
昨
年
よ
り
８
チ
ー

ム
多
い
計
４８
チ
‐
ム
が
出
場
。
Ｈ
月

‐３
日
に
ホ
ー
ム
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

で
県
の
頂
点
と
全
国
切
符
を
懸
け
た

決
勝
が
行
わ
れ
る
。
前
回
、
初
の
日

本

一
に
輝
い
た
滝
川
第
二
の
歩
み
が

続
く
の
か
。
そ
れ
と
も
、
連
覇
を
阻

む
チ
ー
ム
が
出
て
く
る
の
か
。
開
幕

を
前
に
出
場
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
す
る
。

（山
本
哲
志
）

徳
園
北
北
合
丹

戸
生
鹿
北
崎
陵
川

田
本

畔
塚

野
臨
伊
　
　
　
劃

尼
嘲

滝りll第二 V候補筆頭
展望 神戸弘陵、関学も期待

優
勝
候
補
筆
頭
は
や
は
り

攻
撃
か
ら
２
年
ぶ
り
の
全
国

滝
川
第
二
。
全
国
高
校
総
体

を
狙
い
、
県
新
人
大
会
覇
者

は
準
優
勝
し
た
静
岡
学
園
を

の
神
戸
弘
陵
は
車
、
吉
田
の

相
手
に
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
に
初
戦

強
力
Ｆ
Ｗ
を
擁
し
、
県
ト
ッ

敗
退
し
た
も
の
の
、
プ
リ
ン

プ
リ
ー
グ
を
制
し
た
。
県
総

ス
リ
ー
グ
関
西
■
部
で
ガ
ン

体
準
優
勝
の
関
学
は
エ
ー
ス

バ
大
阪
ユ
ー
ス
を
破
る
な
ど

一二
船
を
は
じ
め
高
さ
が
武

戦
力
は
充
実
。
前
チ
ー
ム
の

器
。前
回
大
会
決
勝
に
続
き
、

樋
口

（現
Ｊ
■
清
水
）
の
よ

県
総
体
準
決
勝
で
縄
川
第
二

う
な
強
烈
な

「個
」
は
い
な

を
苦
し
め
た
報
徳
も
面
白
い

い
が
、
亀
岡
、
平
田
、
恵
ら

存
在
だ
。

優
勝
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
パ

　

プ
リ
ン
ス
２
部
の
須
磨
友

ス
ワ
ー
ク
で
好
機
を
量
産
。
　
が
丘
と
神
戸
国
際
大
付
、
県

課
題
の
決
定
力
を
高
め
て
全

新
人
大
会
で
滝
川
第
二
を
破

国
連
覇
へ
挑
む
。
　
　
　
　
　
っ
た
市
西
宮
の
ほ
か
、
明
石

縄
川
第
二
を
追
う
有
力
校

城
西
、
県
伊
丹
、
県
西
宮
、

は
粒
ぞ
ろ
い
だ
。
プ
リ
ン
ス

北
須
磨
な
ど
も
上
位
を
う
か

■
部
の
神
戸
科
技
は
サ
イ
ド

が
う
。

県

神

相

八

加

市
神

滝

長
洲

滝 川 第 二

市 伊 丹
夢  野  台
姫 路 飾 西
龍   野
=  ノヽ  Jヒ
須 磨 友 が丘
姫  路  東
/Jヽ     野
東  播  工
県  西  宮
北 摂雷三 田
明 石 城 西

社
飾 磨 工
明 石  商
三 田祥 雲 館
神 戸 科 技
明 石  南
豊   岡
三 田 西 陵
伊 丹 西
琴   丘
市 西  宮

監督 原田 昌昭
① GK古角 拓真 2
②GK松本 直也 ■
ODF伊折 俊哉 2(大 自 書 )

④W遠山 樹生 ■(広  嶺 )

⑤MF小谷 昌央 2(津田 SC)
⑥剛中村  亘 ■
⑦ IIP客議醸 氾憂

“

=2(エストレラ姫路)

③ MFttXIE 慶喜 2(香  寺 )

③ DF内田  了太 2(エストレラ姫路)

⑩ NI「三島  大翔 ■ (■ストレラ姫路)

⑪ llF中井 雄平 ■ (安  室 )

⑫ llF中村  員 2(増  位 )

⑩ IIF武本  尚也 ■(増  位 )

GDDF3∈薔豊    眉支■ (ルゼ)レ SC)
⑮OK佐野 優希 2(飾 磨 西 )

⑩ DF永田 雅哉 2(姫 路 灘 )

⑭ MF尾田 京磨 2(ルゼルSC)
⑩ Fll阪 田 侑紀 2〈広  畑 )

⑩ blF西久保祐貴 ■ (広  嶺 )

②叩卿l定健一朗 2
④ MF中村 大輝 2(安  室 )

② DF声田  裕司 2(ステラー印 干)

⑮ FT小林 大夢 2
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PK戦の末に 2回戦進出を決め、喜びを
爆発させる姫路飾西イレプン=東播工高初出場 2校に明暗

姫路飾西 歴史刻む 1勝

（２２
日

・
播
磨
光
都
サ
ッ
カ
ー
場
ほ
か
＝
神
戸
新

聞
社
後
援
）

■
回
戦
１６
試
合
が
あ
り
、
創
部
２６
年
目
で
初
出

場
の
姫
路
飾
西
は
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
に
初
戦
を
突
破
し

た
。
同
じ
く
初
の
県
大
会
に
臨
ん
だ
龍
野
北
は
３

１
５
で
敗
れ
た
。

２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す
神
戸
科
技
は
、
４

１
０
で
三
田
祥
雲
館
に
快
勝
。
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ

関
西
２
部
の
神
戸
国
際
大
付
と
須
磨
友
が
丘
も
２

回
戦
に
進
ん
だ
。
伊
丹
西
は
延
長
前
半
の
２
得
点

で
三
田
西
陵
を
下
し
、
洲
本
は
柳
と
の
淡
路
対
決

を
２
１
０
で
制
し
た
。
２
回
戦
は
２３
日
に
１６
試
合

を
行
い
、
前
回
の
全
国
高
校
選
手
権
で
、
初
優
勝

を
果
た
し
た
滝
川
第
二
が
登
場
す
る
。

【
東
播
工
高
】
■
回
戦

小　野
■（０．日０。）０
東播工

（Ｐ
Ｋ
４
１
２
）

一脚
静
朝

３
（２．
日

・ 。
）
■

甲
　
南

【
姫
路
球
技
Ｓ
Ｃ
】
■
回
戦

・飾
磨
工

■
（０．
Ｈ

Ｏ 。
）
０

明
石
商

Ｍ
膀
友

２
（２ 。
Ｈ

Ｏ 。
）
０

姫
路
東

神
　
一月

４
⌒・ ３
Ｈ

・ ０
）
・

相
　
生

【
明
石
南
高
】
■
回
戦

明
石
南

６
（３ ３
Ｈ

・ ０
）
・

豊
　
岡

洲　本
２（・．‐‐０。）０
　柳

粘
り
の
守
備

Ｐ
Ｋ
戦
制
す

○
‥
Ｐ
Ｋ
５
人
目
の
声
田

が

「足
が
つ
り
そ
う
だ

っ
た

け
ど
、
勝
ち
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
蹴

っ
た
」
と
い
う
ボ

ー
ル
は
、
ポ
ス
ト
に
当
た

っ

て
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
た
。
肩

を
組
ん
で
見
守

っ
た
仲
間
が

歓
声
を
上
げ
て
駆
け
寄
る
。

初
出
場
の
姫
路
飾
西
が
部
史

に
大
き
な

一
歩
を
刻
ん
だ
。

西
播
予
選
突
破
の
原
動
力

と
な

っ
た
守
備
に
勝
機
を
求

め
た
。

「県
で
勝
つ
に
は
■

点
も
や
れ
な
い
。
シ
ュ
ー
ト

を
打
た
せ
な
い
よ
う
に
し

た
」
と
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
の

内
田
。
思
の
合
っ
た
連
携
で

再
三
、オ

フ
サ
イ
ド
に
陥
れ
、

ゴ
ー
ル
前
で
は
体
を
張
っ
て

コ
ー
ス
を
つ
ぶ
し
た
。
セ
ン

タ
ー
バ
ッ
ク
の
伊
折
主
将
は

「県
大
会
で
も
や
っ
て
い
け

る
と
分
か
っ
た
。
次
も

一
つ

に
な

っ
て
勝
ち
に
い
く
」
と

話
し
た
。

試 合結 果 を
艮口Eヨ 引島津支

神戸新聞モバイル

霧

磨
光
都
】
■
回
戦

三
木
北

２
（２ 。
Ｈ

■ 。
）
・

龍
　
野

宝
塚
北

５
（３ ２
Ｈ

・ ２
）
３

龍
野
北

枷
古
川

８
（５ ３
日

０ 。
）
０

八
　
鹿

【
伊
丹
西
高
】
■
回
戦

一型戸科一４今̈
‐‐∞Υ）一稿岬伴

県
伊
丹

６
（５．
日

０ 。
）
０

鵠
岡
総

【
川
西
緑
台
高
】
■
回
戦

卿炉佃
４（２２Ｈ・■）２
訓西緑

北
須

磨

■

（
０．
日

０ 。
）
０

県
一
戸
屋


